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研究成果の概要（和文）：ICT活用方法の概要を検証するため大学で語学を教える研究者が、日本国外の８大学13人の
語学教員に授業観察、インタビューを行い、ICTを活用しているこれら“エキスパート”13人が、どういったハードの
媒体、ソフトのツールを活用しているかを検証した。授業形態は、ICTが課題・宿題のみに使用されている「伝統的な
」ものから、ICTが授業の一部に活用されている「混合的な」もの、あるいは教員と学生が顔を合わすことのないすべ
てオンラインの授業と多岐にわたることが判明した。これらの活用方法を４種類に総括、分類することにより日本の大
学でのICTのさらなる活用方法を模索するためのモデルを提言している。

研究成果の概要（英文）：Neil Cowie and Keiko Sakui are two university language teachers. They visited 
experts in technology in six countries in order to find out what kinds of e-learning activities are being 
used. They observed lessons and interviewed 13 teachers in eight universities. They discovered that these 
expert teachers use many kinds of technology to help their students improve their language skills. The 
technology includes hardware (computers, tablets and smartphones) and new software tools that allow 
students to collaborate and create projects online. Lessons varied from traditional ones where technology 
was used for homework to ones where students can go online during the lesson (‘blended learning’). Some 
of the teachers never meet their students and have developed totally online courses. The results of the 
study can be used as a model guide to help other teachers and institutions in Japan plan and implement 
language teaching with technology.

研究分野： English language education

キーワード： e-learning　digital technology　foreign languages　case study　online　blended　Web 2.0 tools

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 
昨今、e-learning を活用した語学教育は教

育現場に変革をもたらしているが、世界の大

学のレベルで具体的にどういったツールが

用いられ、それを実際語学教員がどう用いて

いるかという実地調査をした研究はまだ数

が少ないといえる。 

本研究は、６か国（アメリカ、イギリス、

オーストラリア、シンガポール、日本、ニュ

ージーランド）の大学を訪問しそこでの

e-learning のエキスパートと言われている

語学教員へのインタビュー、観察記録を質的

に分析・検証したものである。これらの

e-learning 活用実践例をもとに、ツールはど

う用いられているのか、教授法にはどんな特

徴があるのか、教員の役割はどう変化してい

るか、などという点を明らかにしようとする。

また、これらを受けて、日本の大学では今後

どう e-learning を活用すべきかを考察、提

案する。 

 
 
２．研究の目的 

 

A) 外国語教育現場でどういったタイプの

e-learningが活用されているか概要を

検証する。 

B) e-learningが活用されている外国語教

育の実態を検証する。 

C) e-learningが活用されている場合の教

員の役割、その変化について検証する。 

D) e-learningの活用方法をフレームワー

クとして分類することにより、教育現

場の異なる関係者（学生、教員、技術

サポート職員、および管理職者など）

のコミュニケーションを促進する手助

けとなる。 
 
 
３．研究の方法 
 
被験者には、専門家・エキスパートとして

評判のある語学教員を選んだ。さらにその専

門家が知っているさらなる専門家を紹介し

てもらいながら被験者を集めた。地理的に限

定させないためになるべく異なる国から被

験者を選ぶ一方、データを限定させるために

大学教育における e-learning とテーマを絞

って被験者を選定した。 

2012 年 6月から 2014 年２月まで上記の大

学・被験者を訪問し、被験者にインタビュー

した。各インタビューは 50 分から 90 分で、

授業見学が許される場合は見学を行ない観

察記録をとった。これらのデータはテーマが

特定されるまで質的分析された。 

 

注）被験者数が少ないため、ここではデータ

をケーススタディーとして取り扱う。そのた

め、これらのデータはそれぞれの国別の

e-learning を代表しているものと理解され

るべきではない。ただし、これらのケースス

タディーは、地理的に離れた場所に存在する

ために、e-learning に関する概括的理解を得

られるものと期する。 

 
４．研究成果 
 

A.４つのモデル 

ケーススタディーで収集したデータは４

つのタイプに分類できる。 

１． 教室内では e-learning を使用せず、

e-learningは教室以外（課題・自主学習など）

で用いられている。 

２． e-learning を教室内で部分的に使用。

目的は主に語学のためのもので語彙や文法

学習に使われる。 

３． e-learningを教室内で主体的に使用し、

語学自体の練習が目的というよりは、プロジ

ェクトを完成させる道具として使用される。 

４． 教室授業は行わずすべてオンラインで

行われる。 

 



この研究結果ではどのタイプがより優れて

いるという順序付けをしているのではなく、

あくまでもこの４つが存在するという見地

からこの４タイプを提示している。各教員や

各教育機関で現在の e-learning の活用法を

客観的に分析し、これからの活用法を探るう

えで参考にしていただきたい。またこのタイ

プの分類が、教員間あるいは教育機関で

e-learningについて関わる人たち（学生、テ

クニカルサポート、管理組織など）との話し

合いや方向性を決める上で「共通理解」につ

ながるツールとなってくれれば幸いである。 

 
 

B. 具体的に、e-learning にはどんなツー

ルが使われているか。 

ほとんどの被験者は、LMS(Learning 

Management System の略）と言われる学習管

理システムと、Web. 2.0 プログラムを組み合

わせて使用していた。LMS の例としては、

Moodle, Blackboard, Edmodo などがあり、Web. 

2.0 には、google doc などのクラウド、ソー

シャルメディア、音声録音プログラム、ビデ

オ作成、プレゼンテーション用ソフトなどが

使用されていた。 

LMS は所属機関が大学全体として使用して

いるものが多かったが、Moodle, Google+ な

どを教員が個人でLMSとして使用しているケ

ースもあった。 

Web. 2.0システムのほとんどは語学学習の

ためのツールではなく、プレゼンテーション

をするもの、ドキュメントをシェアーできる

もの、音声・動画を録音・録画しそれをシェ

アーするものなど、一般的な使用目的として

存在するものを語学教員がその特徴を利用

して、語学学習用に用いている例であった。 

また被験者の中には自分で作成した語学

用ゲーム（例えば漢字ゲームなど）を使用し

ているケースもあった。これは被験者の教員

がすべて作成するのではなく、同じ大学のコ

ンピューターサイエンス専攻の学生などと

協同で作成していた。 

 

C. 教育に対するアプローチと教員の仕事量 

被験者の多くは社会構造主義を教育指針

として掲げ授業を計画し実践を行っていた。

具体的には協同作業を多く用い、学生主体の

自律的授業をすすめ、学習は経験によってお

こるという立場から授業を行っていた。  

e-learningが浸透すると、教員が不必要に

なるのではないかという危惧があるが、実際、

被験者たちはツールの特性を理解し、それを

駆使していくのが教員の役割であり、教員の

必要性はなくならないであろうと述べてい

る。 

また、学期前など教材などの準備をオンラ

インでセットアップする必要があるため仕

事量は e-learning を用いない授業形態に比

べ、増えたとする一方、いったんセットアッ

プすればそれを次年度などに応用できるの

でこの点では仕事量が軽減されるという点

もある。 

また、技術や通信ツールが発達することに

より、学生とのやりとりが頻繁にできること

は利点であるが、この分、学生はフィードバ

ックをよりはやく受け取ることができると

期待するためこういった面では仕事量が増

えたと感じる教員もいた。 

 

 

D. 大学サポート 

研究を始める前は、被験者すべてが

e-learningがサポートされている環境で授

業を行っていると考えていたが、必ずしもそ

うではなかった。確かにシステム的サポート

が万全である環境で e-learning を実践して

いる被験者もいたが、そういった手厚いサポ

ートがなく孤軍奮闘している被験者もいた。 



この点からエキスパートたちが必ずしも

恵まれた環境で e-learningを活用している

というわけではなく、各教員は様々な環境・

設備の中で e-learning を取り入れ、活用し

ていると言えるようである。 
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